
新加盟大学・新加盟大学会員代表者紹介

　

福
岡
市
東
区
に
位
置
す
る
九

州
産
業
大
学
は
、９
学
部
・５
研

究
科
を
有
し
１
万
人
以
上
の
学

生
が
学
ぶ
総
合
大
学
で
あ
る
。

　

１
９
６
０
年
、「
産
学
一
如
」

を
建
学
の
理
想
に
掲
げ
、商
学

部
の
単
科
大
学
と
し
て
創
立
さ

れ
た
。創
立
以
来
、「
産
業
と
大

学
は
、車
の
両
輪
の
よ
う
に
一
体

と
な
っ
て
、時
々
の
社
会
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
べ
き
で
あ
る
」と
い
う

建
学
の
理
想
を
追
求
し
、今
年

で
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
。

　

本
学
で
は
60
周
年
を
第
二
の

創
生
期
と
位
置
付
け
、５
年
前

か
ら「
地
域
密
着
型
大
学
」を

目
指
し
、教
育
改
革
を
始
め
と

し
て
大
学
全
体
の
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　
具
体
的
に
は
、入
学
者
全
員
が

２
年
間
全
学
共
通
で
教
養
科
目

や
外
国
語
な
ど
を
学
ぶ「
Ｋ
Ｓ
Ｕ

基
盤
教
育
」の
導
入
、本
学
独
自

の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
あ
る「
Ｋ
Ｓ
Ｕ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
」の
拡
充
な
ど

の
改
革
を
実
施
し
て
き
た
。ま

た
、２
０
１
６
年
か
ら
３
年
を
か

け
、大
学
全
て
の
学
部
学
科
を

再
編
し
、教
育
研
究
体
制
を
刷

新
し
た
。

　

創
立
60
周
年
の
今
年
、本
学

は
創
立
１
０
０
周
年
を
見
据

え
、教
職
協
働
で
建
学
の
理
想

を
具
現
化
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン「
新

た
な
知
と
地
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

大
学
」を
制
定
し
、社
会
の
役
に

立
ち
、社
会
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
る
大
学
を
目
指
し
て
い
る
。

九
州
産
業
大
学

　
榊
泰
輔
学
長
は
、２
０
１
８
年

４
月
、現
職
に
就
任
。１
９
８
５

年
九
州
大
学
理
学
部
卒
業
。同

年
、株
式
会
社
安
川
電
機
製
作

所（
現
：
株
式
会
社
安
川
電
機
）

に
入
社
し
、在
職
中
の
１
９
９
５

年
５
月
、東
京
大
学
博
士（
工

学
）取
得
。２
０
０
３
年
９
月
、本

学
工
学
部
教
授
に
就
任
。

　
専
門
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
学・福
祉
工
学
、知
能
機
械
学・

機
械
シ
ス
テ
ム
、制
御・シ
ス
テ
ム

工
学
。こ
れ
ま
で
に
企
業
や
医
療

機
関
等
と
連
携
し
、全
身
性
麻

痺
障
害
者
の
電
動
車
椅
子
や
、

歩
行
リ
ハ
ビ
リ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
、数

多
く
の
医
療
福
祉
ロ
ボ
ッ
ト
の
開

発
と
実
用
化
に
携
わ
って
き
た
。

　
Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
普
及
に
よ
り
、

産
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り
、本

学
は
、産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、実
務
能
力
が
高
く
、

Ｉ
Ｔ
に
強
く
、外
国
語
に
も
堪

能
な「
感
性
に
優
れ
た
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
」を
育
成
し
、産
業
界
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
人
材
を
輩
出

し
続
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

著
書
は
、『
臨
床
医
と
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
た
め
の
最
新
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』、『
パ
ワ
ー
ア
シ
ス

ト・ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す
る
材
料
、電

子
機
器
、制
御
と
実
用
化
、そ
の

最
新
技
術
』（
い
ず
れ
も
共
著
）

な
ど
。

榊
　
泰
輔

さ
か
き

た
い 

す
け

九
州
産
業
大
学

九
州
産
業
大
学 

学
長
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新会員代表者紹介

　

松
岡
敬
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
０
年
４
月
１
日

付
で
植
木
朝
子
文
学
部
教
授
が

学
長
に
就
任
し
た
。

　

植
木
新
学
長
は
１
９
６
７
年

東
京
都
生
ま
れ
。１
９
９
５
年

お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院

博
士
課
程
人
間
文
化
研
究
科

比
較
文
化
学
専
攻
単
位
取
得

退
学
。１
９
９
８
年
博
士（
人
文

科
学
）（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）。

十
文
字
学
園
女
子
大
学
助
教
授

な
ど
を
経
て
、２
０
０
５
年
同
志

社
大
学
文
学
部
国
文
学
科
助

教
授
。２
０
０
７
年
同
教
授
。

２
０
１
５・１
６
年
度
に
文
学
部

長
・
文
学
研
究
科
長
、２
０
１
７

〜
１
９
年
度
に
副
学
長
。

　
専
門
は
日
本
中
世
文
学
で
、主

な
著
書
に『
梁
塵
秘
抄
の
世
界
』

（
角
川
選
書
、２
０
０
９
年
）、『
今

様
』（
笠
間
書
院
、２
０
１
１
年
）、

『
風
雅
と
官
能
の
室
町
歌
謡
』（
角

川
選
書
、２
０
１
３
年
）、『
梁

塵
秘
抄
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

２
０
１
４
年
）な
ど
が
あ
る
。

　

多
様
性
と
寛
容
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
て
、特
に
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
推
進
と
社
会
連
携
の
強

化
に
注
力
し
、良
心
を
手
腕
に

運
用
す
る
人
た
ち
を
世
に
送
り

出
す
こ
と
で
、よ
り
よ
い
社
会
を

実
現
し
て
い
く
と
い
う
同
志
社

大
学
の
使
命
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

植
木 

朝
子

う
え
　
き

と
も
　
こ

同
志
社
大
学

同
志
社
大
学 

学
長

　
土
屋
恵
一
郎
前
学
長
の
任
期
満

了
に
伴
い
、４
月
１
日
付
で
大
六
野

耕
作
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。

　
大
六
野
新
学
長
は
１
９
５
４
年

福
岡
県
生
ま
れ
。１
９
７
７
年
明

治
大
学
法
学
部
卒
業
、１
９
８
２

年
同
大
学
院
政
治
経
済
学
研
究

科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
後
、同
大
学
政
治
経
済
学
部

専
任
教
員
と
な
り
、現
在
に
至
っ

て
い
る
。同
大
学
に
お
い
て
は
、政

治
経
済
学
部
長
、副
学
長（
国
際

交
流
担
当
）、学
長
室
専
門
員
長

等
、要
職
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

専
門
分
野
は
比
較
政
治
論
。

主
な
著
書
と
し
て『
比
較
政
治
学

と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
限
界
：
臨
床

政
治
学
の
展
開
』岡
野
加
穂
留・

大
六
野
耕
作
編
著（
東
信
堂
・

２
０
０
１
年
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

趣
味
は
ラ
グ
ビ
ー
。温
厚
で
気

さ
く
な
人
柄
の
た
め
人
望
が
厚

く
、体
育
会
ラ
グ
ビ
ー
部
部
長

を
長
年
務
め
た
。ま
た
、大
局
か

ら
物
事
の
本
質
を
捉
え
る
的
確

な
判
断
力
に
は
定
評
が
あ
る
。米

国
デ
ュ
ー
ク
大
学
、同
ノ
ー
ス

イ
ー
ス
タ
ン
大
学
、ラ
オ
ス
国
立

大
学
で
も
教
鞭
を
と
る
な
ど
、学

内
き
っ
て
の
国
際
派
と
し
て
も
知

ら
れ
る
。

　

来
年
２
０
２
１
年
に
創
立
１

４
０
周
年
を
迎
え
る
明
治
大
学

を
さ
ら
に「
前
へ
」飛
躍
さ
せ
る
べ

く
、強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

大
六
野 

耕
作

だ
い 

ろ
く
　
の

こ
う 

さ
く

明
治
大
学

明
治
大
学 

学
長
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学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
は
、

新
理
事
長
に
２
０
２
０
年
２
月
19

日
付
で
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学

理
事
、芝
浦
工
業
大
学
校
友
会
長

で
あ
る
鈴
見
健
夫
を
選
任
し
た
。

　

鈴
見
新
理
事
長
は
１
９
４
８
年

１
月
北
海
道
生
ま
れ
。１
９
７
０
年

芝
浦
工
業
大
学
工
学
部
建
築
学
科

卒
業
。旭
硝
子
株
式
会
社（
現
：

A
G
C
）を
経
て
、１
９
９
２
年
旭

硝
子
ビ
ル
ウ
ォ
ー
ル
株
式
会
社

（
現
：
旭
ビ
ル
ウ
ォ
ー
ル
株
式
会
社
）

常
務
取
締
役
、１
９
９
８
年
同
社
専

務
取
締
役
、２
０
０
３
年
同
社
取
締

役
社
長
、２
０
０
７
年
同
社
代
表
取

締
役
社
長
に
就
任
し
た
。２
０
０
６

年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
は
日
本

G
R
C
工
業
会
会
長
も
務
め
た
。

　

鈴
見
新
理
事
長
は
、民
間
企
業

経
営
の
知
見
を
ベ
ー
ス
と
し
た
迅
速

か
つ
的
確
な
経
営
判
断
の
も
と「
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
改
革
の
継
続
」、「
学

校
法
人
の
永
続
性
を
担
保
す
る
盤

石
な
財
務
基
盤
の
確
立
」、そ
し
て

２
０
２
２
年
竣
工
予
定
の
豊
洲
キ
ャ

ン
パ
ス
第
二
校
舎
を
は
じ
め「
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
た
各
キ
ャ
ン
パ

ス
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定
」を

中
長
期
目
標
に
掲
げ
教
職
学
一
丸

と
な
っ
て
推
進
す
る
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、卒
業
生
で
あ
る
鈴
見
新
理

事
長
は
、母
校
の
発
展
と
生
徒・学

生
を
中
心
に
据
え
た
学
校
経
営
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
、教
職
員
が
よ
り
働

き
が
い
を
持
て
る
人
事
給
与
制
度

の
再
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

鈴
見 

健
夫

す
ず
　
み

た
け
　
お

芝
浦
工
業
大
学

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学 

理
事
長

新会員代表者紹介／新学長紹介

　
４
月
１
日
付
け
で
内　

二
郎

教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。内　

新
学
長
は
１
９
６
５
年
神
戸
市

生
ま
れ
。在
広
州
日
本
国
総
領
事

館
専
門
調
査
員
等
を
経
て
２
０

０
２
年
に
神
戸
商
科
大
学（
現
：

兵
庫
県
立
大
学
）で
博
士（
経
済

学
）の
学
位
を
取
得
し
た
後
、
大

東
文
化
大
学
経
済
学
部
に
着
任
、

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
、副
学

長
な
ど
を
経
て
、
学
長
に
就
任
。

中
国
経
済
経
営
学
会
副
会
長
な

ど
の
重
責
を
担
っ
て
い
る
ほ
か
、

板
橋
区
行
政
評
価
委
員
会
委
員

長
、財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究

所
中
国
研
究
会
委
員
な
ど
も
歴

任
し
て
い
る
。

　
内　
新
学
長
の
専
門
は
、現
代

中
国
経
済（
主
に
財
政
問
題
）。著

書『
中
国
の
政
府
間
財
政
関
係
の

実
態
と
対
応‒

１
９
８
０
〜
９

０
年
代
の
総
括
』（
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
）ほ
か
、
多
数
の
共
著

書
、論
文
等
が
あ
る
。

　
大
東
文
化
大
学
は
、
１
９
２

３
年
に
設
立
さ
れ
た
大
東
文
化

学
院
を
前
身
に
、
現
在
８
学
部

20
学
科
を
有
す
る
総
合
大
学

で
、
３
年
後
に
は
創
立
１
０
０

周
年
を
迎
え
る
。

　
内　
新
学
長
は
、「
し
く
み
の

変
革
」「
教
育
・
研
究
の
一
層
の

充
実
」「
基
盤
の
強
化
・
確
立
」を

掲
げ
つ
つ
、教
職
員
一
体
と
な
っ

た「
開
か
れ
た
大
学
」を
目
指
し

て
、改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

内
　 

二
郎

な
い 

と
う

じ
　
ろ
う

大
東
文
化
大
学

大
東
文
化
大
学 

学
長
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新学長紹介

　

秋
岡
陽
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、２
０
２
０
年
４
月
１
日

付
で
荒
井
真
教
授
が
新
学
長
に

就
任
し
た
。任
期
は
４
年
。

　
荒
井
新
学
長
は
、１
９
６
４
年

東
京
都
生
ま
れ
。１
９
８
８
年
上

智
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
、

同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
を
単
位
取
得
満
期

退
学
後
、日
本
学
術
振
興
会
特
別

研
究
員
を
経
て
、１
９
９
７
年
フェ

リ
ス
女
学
院
大
学
国
際
交
流
学

部
講
師
、２
０
１
０
年
に
教
授
と

な
る
。２
０
１
２
年
か
ら
は
学
校

法
人
フェリ
ス
女
学
院
理
事
、２
０

１
３
年（
２
０
１
７
年
ま
で
）副
学

長
な
ど
の
役
職
を
務
め
て
き
た
。

　

専
門
分
野
は
比
較
法
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
法
史
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学

史
。現
在
は
、ナ
チ
ス
期
ド
イ
ツ
の

法
律
家
、と
り
わ
け
弁
護
士
層
の

行
動
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

　

本
学
の
母
体
と
な
る
フ
ェ
リ
ス

女
学
院
は
、１
８
７
０
年
に
ア
メ

リ
カ
改
革
派
教
会
の
伝
道
師
で

あ
る
メ
ア
リ
ー・E・キ
ダ
ー
に
よ

り
創
設
さ
れ
、今
年
で
１
５
０
周

年
を
迎
え
る
。

　
教
育
理
念
で
あ
る「For O

th-
ers

」を
実
践
す
る
た
め
、本
学
で

は「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
女

性
」を
育
成
す
べ
き
人
材
像
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。新
学
長
は
、改

革
の
意
欲
を
も
っ
た
学
生
を
こ
れ

か
ら
も
広
く
社
会
に
送
り
出
し
て

い
き
た
い
と
抱
負
を
述
べて
い
る
。

荒
井
　
真

あ
ら
　
い

ま
こ
と

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学 

学
長

　

平
川
新
前
学
長
の
後
任
と
し

て
、４
月
１
日
付
で
宮
城
学
院
女

子
大
学
学
長
に
就
任
し
た
。任
期

は
３
年
。

　

末
光
新
学
長
は
１
９
５
３
年

札
幌
市
生
ま
れ
。１
９
８
０
年
東

北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
電

子
工
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

（
工
学
博
士
）。１
９
９
０
年
東
北

大
学
電
気
通
信
研
究
所
助
教
授
、

２
０
０
３
年
同
大
学
学
際
科
学

国
際
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、

２
０
０
８
年
同
大
学
電
気
通
信

研
究
所
教
授
。２
０
１
７
年
度
に

同
研
究
所
ナ
ノ・ス
ピ
ン
実
験
施

設
長
。２
０
１
８
年
３
月
に
定
年

退
職
し
、４
月
に
東
北
大
学
特
任

教
授
に
就
任
し
た
。

　

主
た
る
研
究
分
野
は
半
導
体

工
学
。半
導
体
素
子
に
用
い
ら
れ

る
各
種
薄
膜
の
形
成
機
構
の
解

明
と
応
用
研
究
に
従
事
し
、二
次

元
結
晶
グ
ラ
フェン
を
シ
リ
コ
ン
結

晶
上
に
形
成
す
る
技
術
を
世
界
に

先
駆
け
て
開
発
し
た
。趣
味
は
合

唱
と
オ
ル
ガ
ン
。２
０
０
９
年
に
は

オ
ペ
ラ「
魔
笛
」で
モ
ノ
ス
タ
ト
ス

役
を
好
演
し
、２
０
１
７
年
に
は

米
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
て
東
北

大
学
男
声
合
唱
団
を
指
揮
し
た
。

　

新
学
長
の
モ
ッ
ト
ー
は「
急
が

ば
ま
わ
れ
。」合
唱
指
揮
者
と
し

て
の
長
年
の
経
験
か
ら
、ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
現

場
の
声
を
よ
く
聴
い
て
初
め
て
実

現
す
る
と
考
え
て
い
る
。

末
光 

眞
希

す
え 

み
つ

ま
　
き

宮
城
学
院
女
子
大
学

宮
城
学
院
女
子
大
学 

学
長
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新学長紹介

　

小
林
前
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、４
月
１
日
付
で
赤
楚
治
之

外
国
語
学
部
教
授
が
学
長
に
就

任
し
た
。任
期
は
３
年
。

　
新
学
長
は
１
９
５
９
年
大
阪
府

生
ま
れ
。同
志
社
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
英
文
学
専
攻
博
士
課

程
前
期（
文
学
修
士
）、ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
立
大
学
大
学
院（M

.A
. 

in Linguistics) 

を
修
了
。専
攻

分
野
は
英
語
学
。１
９
８
９
年
に

外
国
語
学
部
講
師
と
し
て
着
任
。

１
９
９
９
年
に
外
国
語
学
部
教

授
に
就
任
し
、外
国
語
学
部
長
、

大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
長
、

学
生
部
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

　

名
古
屋
学
院
大
学
は
建
学
の

精
神
に「
敬
神
愛
人
」を
掲
げ
、高

い
志
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を
備
え

た
人
材
を
社
会
に
送
り
出
す
教

育
を
一
貫
し
て
進
め
て
い
る
。開

学（
１
９
６
４
年
）以
来
、国
際
交

流
に
力
を
注
ぎ
、近
年
は
地
域
貢

献
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。開
設

３
年
目
を
迎
え
る
国
際
人
材
教

育
拠
点G

LO
BAL LIN

KS

で
は
、

学
生
の
主
体
的
な
学
び
が
確
立

し
つ
つ
あ
り
、新
学
長
は
こ
の
機

運
を
高
め
育
て
た
い
と
話
す
。高

い
可
能
性
を
持
つ
伸
び
し
ろ
の

あ
る
学
生
と
彼
ら
を
支
援
す
る

教
育
マ
イ
ン
ド
を
も
っ
た
教
職
員

の
存
在
が
本
学
の
最
大
の
強
み
で

あ
る
と
語
る
。ポ
ジ
テ
ィ
ブ
志
向
の

赤
楚
新
学
長
に
、次
世
代
を
見
据

え
た
大
学
運
営
が
期
待
さ
れ
る
。

赤
楚 

治
之

あ
か  

そ

な
お 

ゆ
き

名
古
屋
学
院
大
学

名
古
屋
学
院
大
学 

学
長

　

本
学
院
の
教
育
改
革
宣
言

「
W
I
L(W

ork-Is-Learning)

」

「
成
長
の
可
視
化
」「
I
C
T
活

用
、未
来
社
会
対
応
」「
教
育
の

質
保
証
」を
実
現
す
る
た
め
に
、

学
長
就
任
に
当
た
り「Student 

First

」「
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
笑
顔

づ
く
り
」の
三
つ
を
合
言
葉
と
し

て
掲
げ
た
。

　

大
阪
府
の
ぶ
ど
う
農
家
生
ま

れ
。博
士（
文
学
）（
神
戸
大
学
）。

神
戸
大
学
大
学
院
単
位
取
得
退

学
後
、徳
島
大
学
総
合
科
学
部

助
教
授
、同
志
社
大
学
文
学
部

教
授
な
ど
を
経
て
、２
０
１
５
年

か
ら
本
学
国
際
教
養
学
部
教

授
。２
０
１
７
年
４
月
か
ら
副
学

長
、２
０
１
８
年
４
月
か
ら
理
事・

学
長
代
理
兼
務
。こ
れ
ら
の
経
験

を
生
か
す
こ
と
と
同
時
に
、専
攻

で
あ
る
日
本
近
現
代
文
学
研
究

の
成
果
と
こ
れ
ま
で
の
教
育
歴
を

も
最
大
限
活
用
し
た
大
学
運
営

を
心
掛
け
た
い
、ま
た
、学
生
に
は

学
び
を
通
し
て
世
界
を
見
つ
め
直

し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
主
な
著
書
に『
宿
命
の
物
語
を

創
造
す
る
』『
ま
ほ
ろ
ば
文
学
街

道
』『
匂
い
と
香
り
の
文
学
誌
』

『
触
感
の
文
学
史
』『
偶
然
の
日

本
文
学
』『
近
代
旅
行
記
の
中
の

イ
タ
リ
ア
』『
永
井
荷
風・ジ
ャ
ン

ル
の
彩
り
』『
食
通
小
説
の
記
号

学
』『
小
説
の
方
法
』『
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
ゆ
く
え
』『
永
井
荷
風・音

楽
の
流
れ
る
空
間
』な
ど
。

真
銅 

正
宏

し
ん 

ど
う

ま
さ 

ひ
ろ

追
手
門
学
院
大
学

追
手
門
学
院
大
学 

学
長
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金
子
朝
子
前
学
長
の
退
任
に

伴
い
、４
月
１
日
付
で
小
原
奈
津

子
教
授
が
第
10
代
学
長
に
就
任

し
た
。任
期
は
２
０
２
２
年
３
月

31
日
ま
で
の
２
年
で
あ
る
。

　
小
原
奈
津
子
新
学
長
は
、１
９

５
４
年
和
歌
山
市
生
ま
れ
。茨
城

大
学
理
学
部
卒
業
、お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
、東
京
工
業
大
学

大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課

程
修
了
。工
学
博
士
。２
０
０
７

年
副
学
長
、２
０
１
４
年
理
事
、

２
０
１
７
年
常
務
理
事
を
歴
任
。

　

専
門
は
繊
維
化
学
。主
な
研

究
テ
ー
マ
は
、化
学
修
飾
に
よ
る

天
然
繊
維
へ
の
機
能
性
付
与
、セ

ル
ロ
ー
ス
繊
維
の
光
劣
化
機
構
。

１
９
９
３
年
に
繊
維
学
会
論
文

賞
を
受
賞
。著
述
論
文
は
、「
ア
ル

キ
レ
ン
オ
キ
シ
ド
処
理
し
た
絹
お

よ
び
羊
毛
繊
維
中
の
化
学
修
飾

ア
ミ
ノ
酸
に
対
す
る
ガ
ス
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー・マ
ス
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ

ト
リ
ー
」（
日
本
化
学
会
誌
）、

「The Effect of Reduction 
and Succinylation on W

ater 
Absorbance of W

ool Fibers

」

（Textile Research Journal

）

他
、多
数
。

　
最
近
の
主
な
社
会
的
活
動
は
、

日
本
家
政
学
会
被
服
材
料
学
部

会
幹
事
、繊
維
学
会
繊
維
加
工
研

究
委
員
会
幹
事
、セ
ル
ロ
ー
ス
学

会
評
議
員
、日
本
繊
維
製
品
消
費

科
学
会
諮
問
委
員
な
ど
が
あ
る
。

小
原 

奈
津
子

こ
　
は
ら

な   

つ   

こ

昭
和
女
子
大
学

昭
和
女
子
大
学 

学
長

私大連 TO P I C S

令
和
２
年
春
の
叙
勲
・
褒
章

（
私
大
連
事
業
関
係
者
）

◆ 

旭
日
中
綬
章

　

白
井 

善
康 

（
大
阪
学
院
大
学
総
長
）

◆ 

瑞
宝
中
綬
章

　

小
嶋 

博
　 

（
名
古
屋
学
院
大
学
元
大
学
長
）

　

山
崎 

勝
男 

（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

◆ 

瑞
宝
小
綬
章

　

讃
井 

浩
平 

（
上
智
大
学
名
誉
教
授
）

　

私
大
連
公
式Facebook

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

『
大
学
時
報
』発
行
の
お
知
ら
せ
は
も
と
よ
り
、各
号

発
行
前
に
、座
談
会
の
開
催
報
告
や
、ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ・イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
担
当
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
に
よ
る
記

事
投
稿
も
行
って
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
大
連
公
式F

aceb
o

o
k

ペ
ー
ジ

http
s://w

w
w

.faceb
o

o
k.co

m
/shid

airen/
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岡
本 

英
男（
お
か
も
と 

ひ
で
お
）

東
京
経
済
大
学
学
長
。東
北
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
、東
京
大
学
博
士（
経
済
学
）。’18
よ
り
現

職
。専
門
は
財
政
学
。主
著『
福
祉
国
家
の
可

能
性
』な
ど
。

野
口 

光
一（
の
ぐ
ち 
こ
う
い
ち
）

兵
庫
医
科
大
学
学
長
。’79
京
都
大
学
工
学
部

卒
、’83
大
阪
大
学
医
学
部
卒
、’94
兵
庫
医
科

大
学
第
２
解
剖
教
授
等
を
経
て
、’16
よ
り
同

大
学
長
。専
門
分
野
は
解
剖
学
、神
経
科
学

な
ど
。

仲
地 

博（
な
か
ち 

ひ
ろ
し
）

’74
明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。琉
球
大
学
法
文
学
部

長
、沖
縄
大
学
副
学
長
、同
学
長
を
歴
任
。共

編
著『
憲
法
政
治
』、共
訳『
憲
法
と
社
会
構

造
』。

福
元 

摩
湖（
ふ
く
も
と 

ま
こ
）

神
奈
川
大
学
事
務
局
次
長
。’86
神
奈
川
大
学

法
学
部
法
律
学
科
卒
。

八
重
樫 

理
人（
や
え
が
し 

り
ひ
と
）

香
川
大
学
創
造
工
学
部
教
授
。’05
芝
浦
工
業

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課

程
修
了
。博
士（
工
学
）。専
門
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
／
情
報
シ
ス
テ
ム
設
計
法
と
そ
の
応
用
。

猪
股 

星
慧
礼（
い
の
ま
た 

せ
え
ら
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
務
課
係
長
。

甲
斐
田 

昌
太
朗（
か
い
だ 

し
ょ
う
た
ろ
う
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
務
課
主
任
。

大
島 

佳
代
子（
お
お
し
ま 

か
よ
こ
）

同
志
社
大
学
政
策
学
部
・
総
合
政
策
科
学
研

究
科
教
授
。北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。博
士（
法

学
）。’04
よ
り
現
職
。『
世
界
の
人
権
保
障
』

（
共
著
）等
。

林 

正
夫（
は
や
し 
ま
さ
お
）

学
校
法
人
修
道
学
園
理
事
長
。’63
立
教
大
学

経
済
学
部
卒
。’00
よ
り
現
職
。’83
か
ら
’19
ま
で

広
島
県
議
会
議
員
。’07
か
ら
’15
広
島
県
議
会

議
長
、’14・’15
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会

長
を
務
め
る
。

中
尾 

匠
吾（
な
か
お 

し
ょ
う
ご
）

青
山
学
院
大
学
学
生
生
活
部
学
生
生
活
課
。

中
央
大
学
卒
。入
職
後
、科
研
費
や
認
証
評

価
申
請
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
等
を

担
当
。’17
６
月
よ
り
現
部
署
に
所
属
。

田
中 

康
一
郎（
た
な
か 

こ
う
い
ち
ろ
う
）

九
州
産
業
大
学
理
工
学
部
情
報
科
学
科
教

授
。’93
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
研
究
科
情

報
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。博
士（
工

学
）。計
算
機
シ
ス
テ
ム・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
、電
子
デ
バ
イ
ス・電
子
機
器
専
攻
。

藤
元 

健
史（
ふ
じ
も
と 

た
け
ふ
み
）

筑
波
大
学
事
業
開
発
推
進
室
主
幹
。’92
福
島

県
立
白
河
高
等
学
校
卒
業
後
筑
波
大
学
に
採

用
。現
在
に
至
る
。

志
村 

知
美（
し
む
ら 

と
も
み
）

追
手
門
学
院
大
学
教
務
部
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
課

課
長
、ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
。’13
名
城
大
学
大
学
院
大
学・学
校
づ
く
り

研
究
科
大
学・学
校
づ
く
り
専
攻
修
了
。修
士

（
教
育
経
営
）。

岡
田 

晴
恵（
お
か
だ 

は
る
え
）

白
鷗
大
学
教
育
学
部
教
授
。共
立
薬
科
大
学

（
現・慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
）大
学
院
修
士

課
程
修
了
、順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
博
士
課
程
中
退
、ド
イ
ツ・マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
医
学
部
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
所
に
留
学
。日
本

経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
シ
ニ
ア・ア
ソ
シ

エ
イ
ト
な
ど
を
経
て
、現
職
。著
書
多
数
。

納
谷 

和
誠（
な
や 

か
ず
あ
き
）

東
京
医
療
保
健
大
学
和
歌
山
看
護
学
部
助

教
。 

’13
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
大
学
院
保
健

看
護
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。’07
よ
り
日

本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
I
C
U

勤
務
。’19
よ
り
現
職
。

伊
藤 

彰
浩（
い
と
う 

あ
き
ひ
ろ
）

西
南
学
院
大
学
外
国
語
学
部
長
。’99
広
島
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士（
教
育
学
）。’17
か
ら
’19
文
学
部
長
、’20
外

国
語
学
部
長
。専
門
は
英
語
学（
第
２
言
語
習

得
論
）。

渡
邊 

力
生（
わ
た
な
べ 

り
き
お
）

梅
花
女
子
大
学
心
理
こ
ど
も
学
部
心
理
学
科

講
師
。’08
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
修
士（
専

攻
：
臨
床
心
理
学
・
獣
医
学
）。一
般
動
物
病

院
で
の
勤
務
医
を
経
て
、’14
よ
り
現
職
へ
。

島
薗 

進（
し
ま
ぞ
の 

す
す
む
）

上
智
大
学
実
践
宗
教
学
研
究
科
教
授
、同
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
。東
京
大
学
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。文
学

修
士
。専
門・宗
教
学
、死
生
学
。著
書『
日
本

人
の
死
生
観
を
読
む
』、『
と
も
に
悲
嘆
を
生

き
る
』な
ど
。

小
野 

京
子（
お
の 

き
ょ
う
こ
）

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
通
信
教
育
課
程
児

童
学
科
特
任
教
授
、表
現
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
研

究
所
代
表
。米
ソ
ノ
マ
大
学
大
学
院
に
て
修
士

号
取
得
。臨
床
心
理
士
。国
際
学
会
認
定
表

現
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
。

執筆者のご紹介（掲載順）
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岡
本 

英
男（
お
か
も
と 

ひ
で
お
）

東
京
経
済
大
学
学
長
。東
北
大
学
大
学
院
経

済
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
、東
京
大
学
博
士（
経
済
学
）。’18
よ
り
現

職
。専
門
は
財
政
学
。主
著『
福
祉
国
家
の
可

能
性
』な
ど
。

野
口 

光
一（
の
ぐ
ち 

こ
う
い
ち
）

兵
庫
医
科
大
学
学
長
。’79
京
都
大
学
工
学
部

卒
、’83
大
阪
大
学
医
学
部
卒
、’94
兵
庫
医
科

大
学
第
２
解
剖
教
授
等
を
経
て
、’16
よ
り
同

大
学
長
。専
門
分
野
は
解
剖
学
、神
経
科
学

な
ど
。

仲
地 

博（
な
か
ち 

ひ
ろ
し
）

’74
明
治
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課

程
単
位
取
得
退
学
。琉
球
大
学
法
文
学
部

長
、沖
縄
大
学
副
学
長
、同
学
長
を
歴
任
。共

編
著『
憲
法
政
治
』、共
訳『
憲
法
と
社
会
構

造
』。

福
元 

摩
湖（
ふ
く
も
と 

ま
こ
）

神
奈
川
大
学
事
務
局
次
長
。’86
神
奈
川
大
学

法
学
部
法
律
学
科
卒
。

八
重
樫 

理
人（
や
え
が
し 

り
ひ
と
）

香
川
大
学
創
造
工
学
部
教
授
。’05
芝
浦
工
業

大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士（
後
期
）課

程
修
了
。博
士（
工
学
）。専
門
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
／
情
報
シ
ス
テ
ム
設
計
法
と
そ
の
応
用
。

猪
股 

星
慧
礼（
い
の
ま
た 

せ
え
ら
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
務
課
係
長
。

甲
斐
田 

昌
太
朗（
か
い
だ 

し
ょ
う
た
ろ
う
）

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
教
務
課
主
任
。

大
島 

佳
代
子（
お
お
し
ま 

か
よ
こ
）

同
志
社
大
学
政
策
学
部
・
総
合
政
策
科
学
研

究
科
教
授
。北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究

科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。博
士（
法

学
）。’04
よ
り
現
職
。『
世
界
の
人
権
保
障
』

（
共
著
）等
。

林 

正
夫（
は
や
し 

ま
さ
お
）

学
校
法
人
修
道
学
園
理
事
長
。’63
立
教
大
学

経
済
学
部
卒
。’00
よ
り
現
職
。’83
か
ら
’19
ま
で

広
島
県
議
会
議
員
。’07
か
ら
’15
広
島
県
議
会

議
長
、’14・’15
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
会

長
を
務
め
る
。

中
尾 

匠
吾（
な
か
お 

し
ょ
う
ご
）

青
山
学
院
大
学
学
生
生
活
部
学
生
生
活
課
。

中
央
大
学
卒
。入
職
後
、科
研
費
や
認
証
評

価
申
請
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
等
を

担
当
。’17
６
月
よ
り
現
部
署
に
所
属
。

田
中 

康
一
郎（
た
な
か 

こ
う
い
ち
ろ
う
）

九
州
産
業
大
学
理
工
学
部
情
報
科
学
科
教

授
。’93
九
州
工
業
大
学
情
報
工
学
研
究
科
情

報
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。博
士（
工

学
）。計
算
機
シ
ス
テ
ム・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
、電
子
デ
バ
イ
ス・電
子
機
器
専
攻
。

藤
元 

健
史（
ふ
じ
も
と 

た
け
ふ
み
）

筑
波
大
学
事
業
開
発
推
進
室
主
幹
。’92
福
島

県
立
白
河
高
等
学
校
卒
業
後
筑
波
大
学
に
採

用
。現
在
に
至
る
。

志
村 

知
美（
し
む
ら 

と
も
み
）

追
手
門
学
院
大
学
教
務
部
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
課

課
長
、ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
。’13
名
城
大
学
大
学
院
大
学・学
校
づ
く
り

研
究
科
大
学・学
校
づ
く
り
専
攻
修
了
。修
士

（
教
育
経
営
）。

岡
田 

晴
恵（
お
か
だ 

は
る
え
）

白
鷗
大
学
教
育
学
部
教
授
。共
立
薬
科
大
学

（
現・慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
）大
学
院
修
士

課
程
修
了
、順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
博
士
課
程
中
退
、ド
イ
ツ・マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大

学
医
学
部
ウ
イ
ル
ス
学
研
究
所
に
留
学
。日
本

経
団
連
21
世
紀
政
策
研
究
所
シ
ニ
ア・ア
ソ
シ

エ
イ
ト
な
ど
を
経
て
、現
職
。著
書
多
数
。

納
谷 

和
誠（
な
や 

か
ず
あ
き
）

東
京
医
療
保
健
大
学
和
歌
山
看
護
学
部
助

教
。 

’13
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
大
学
院
保
健

看
護
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。’07
よ
り
日

本
赤
十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
I
C
U

勤
務
。’19
よ
り
現
職
。

伊
藤 

彰
浩（
い
と
う 

あ
き
ひ
ろ
）

西
南
学
院
大
学
外
国
語
学
部
長
。’99
広
島
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。

博
士（
教
育
学
）。’17
か
ら
’19
文
学
部
長
、’20
外

国
語
学
部
長
。専
門
は
英
語
学（
第
２
言
語
習

得
論
）。

渡
邊 

力
生（
わ
た
な
べ 

り
き
お
）

梅
花
女
子
大
学
心
理
こ
ど
も
学
部
心
理
学
科

講
師
。’08
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
修
士（
専

攻
：
臨
床
心
理
学
・
獣
医
学
）。一
般
動
物
病

院
で
の
勤
務
医
を
経
て
、’14
よ
り
現
職
へ
。

島
薗 

進（
し
ま
ぞ
の 

す
す
む
）

上
智
大
学
実
践
宗
教
学
研
究
科
教
授
、同
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
。東
京
大
学
大
学

院
人
文
科
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。文
学

修
士
。専
門・宗
教
学
、死
生
学
。著
書『
日
本

人
の
死
生
観
を
読
む
』、『
と
も
に
悲
嘆
を
生

き
る
』な
ど
。

小
野 

京
子（
お
の 

き
ょ
う
こ
）

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
通
信
教
育
課
程
児

童
学
科
特
任
教
授
、表
現
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
研

究
所
代
表
。米
ソ
ノ
マ
大
学
大
学
院
に
て
修
士

号
取
得
。臨
床
心
理
士
。国
際
学
会
認
定
表

現
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ス
ト
。

〈
お
断
り
〉本
稿
は
、お
書
き
い
た
だ
い
た
資
料
か
ら
、

　
　
　
　
で
き
る
限
り
統
一
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
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● 

３
月
３
日
㈫

第
10
回
常
務
理
事
会
に
出
席

● 
３
月
17
日
㈫

第
10
回
理
事
会
に
出
席

● 

３
月
31
日
㈫

経
団
連「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る

産
学
協
議
会
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
）に
出
席

● 

４
月
14
日
㈫

経
団
連「
月
刊
経
団
連
６
月
号
」座
談
会　

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）に
出
席

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
し
、国・公・私
立
大

学
、短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
と
就
職
情
報
会

社
の
８
団
体
が
共
同
声
明
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

学
生
の
学
修
経
験
時
間
確
保
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、学
事
日
程
に
影
響
の
な
い
土
日
祝
、長

期
休
暇
で
の
実
施
を
推
進
す
る
こ
と
、ワ
ン
デ
ー

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
表
記
を
使
用
し
な
い
と
い

う
声
明
で
、今
後
、企
業
へ
の
理
解
を
求
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼ 

詳
細
は
、下
記
の
私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

私
大
連
で
は
、今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
す
る
要
望
を
文
部
科
学
省
及
び

企
業
団
体
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

家
計
が
急
変
す
る
学
生
、遠
隔
授
業
、研

究
・
医
療
体
制
、定
員
管
理
や
国
の
調
査
に
つ
い

て
緩
和
や
支
援
措
置
を
求
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

２
０
２
０
年
度
卒
業
予
定
者
の
就
職
活
動
に
関

し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
情
報
の
提

供
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
健
康
診
断
書
の
提
出

に
つ
い
て
柔
軟
か
つ
限
定
的
対
応
を
要
望
し
て

い
ま
す
。

▼ 

資
料
は
、下
記
の
私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

私
大
連
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
国
等
の
情
報
を
発
信
す
る
と
と
も

に
、加
盟
大
学
の
対
応
状
況
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、加
盟
大
学
間
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

▼ 

詳
細
は
、左
記
の
私
大
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

＊ 

加
盟
大
学
の
対
応
状
況
に
つ
い
て
は
、会
員
メ
ニュ
ー

で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。会
員
メ
ニュ
ー
は
、加
盟

大
学
関
係
者
が
会
員
登
録
い
た
だ
く
こ
と
で
閲
覧

可
能
で
す
。

記者会見にて共同声明を公表する
土屋恵一郎 就職問題委員会委員長・
私大連常務理事

私大連ウェブサイトにて
新型コロナウイルス感染症に関する情報を公開

私 大 連 ニ ュ ー ス 　2 0 2 0 . 0 3 - 0 4

会
長
の
動
き

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る

共
同
声
明
の
公
表

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

要
望
を
提
出

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

加
盟
大
学
の
対
応
状
況
の
共
有
化

https://www.shidairen.or.jp/
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大学時報
University Current Review

奇数月 20 日（年 6 回）刊行 https://daigakujihou.shidairen.or.jp/

※第301号
　（2005年３月発行）から

詳細は

WEB サイトにて、
全文無料公開中

第390号
（2020年1月発行）

【座談会】変わりゆくオープンキャンパスのあり方
【インタビュー】塚田 真希氏（東海大学体育学部講師、
全日本柔道連盟全日本強化スタッフ・女子コーチ）

【特集】

学生食堂の課題と今後のあり方

第391号
（2020年3月発行）

【座談会】学生の読書実態と大学の読書啓発活動
【インタビュー】村田 陽一氏（トロンボーン奏者）

【特集】

SDGs に向けた大学の取り組み

第388号
（2019年9月発行）

【座談会】学生実態調査の活用と課題
【インタビュー】少路 和伸氏（画家）

【特集】
留学生に対する

学習面での日本語サポート

第389号
（2019年11月発行）

【座談会】大学広報紙の課題と展望
【インタビュー】阿部 賀寿男氏（株式会社阿部蒲
鉾店 代表取締役社長）

【特集】
東京2020オリンピック・パラリンピック
競技大会開催と連携した大学の取り組み
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◆
本
冊
子
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
頃
、新
型
コロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
収
ま
り
、大
学

の
授
業
は「
正
常
化
」し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
大
学
時
代
は
た
っ
た
の
４
年
。そ
の
期
間

は
、た
っ
ぷ
り
の
教
養
に
浸
り
、多
様
な
価

値
観
を
持
っ
た
多
く
の
人
々
と
出
会
い
、感

性
を
磨
き
、そ
し
て
、圧
倒
的
な
大
局
観
、

世
界
観
を
獲
得
す
る
、人
生
に
と
って
重
要

な
時
間
と
空
間
だ
。

　
今
、そ
れ
を
提
供
で
き
な
い
で
い
る
こ
と

に
苛
立
ち
と
、や
る
せ
な
さ
と
、申
し
訳
な

さ
を
感
じ
る
。

　
さ
て
、今
号
の
特
集
で
は
、「
大
学
間
に

よ
る
学
生
交
流（
国
内
留
学
制
度
）の
現

状
と
課
題
」と
題
し
、５
つ
の
大
学
に
執
筆

を
お
願
い
し
た
。大
学
間
交
流
を
導
入
し

た
き
っ
か
け
や
目
的
、背
景
な
ど
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
が
、異
な
る
環
境
で
幅
広
い
知
識

を
得
る
有
効
な
制
度
で
あ
る
。

　

感
染
拡
大
が
収
束
し
た
暁
に
は
、ぜ
ひ

貪
欲
に
制
度
を
利
用
し
、自
大
学
を
飛
び

出
し
て
、多
様
な
経
験
を
し
、人
間
の
幅
を

広
げ
て
いって
ほ
し
い
。〈
広
報
・
情
報
委
員

会
大
学
時
報
分
科
会
前
委
員
・
関
西
学
院

大
学
法
学
部
事
務
長 

筒
井
弘
幸
〉

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
で
キ
ャ
ン
パ
スへ
の
入
構
を
制
限
す
る
大

学
が
相
次
い
で
い
る
。さ
ら
に
各
大
学
で

は
、授
業
開
始
時
期
の
延
期
や
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
授
業
実
施
な
ど
の
対
応
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。緊
急
時
対
応
に
関
す
る
情

報
伝
達
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
頼
ら
ざ
る
を

得
ず
、学
内
の
掲
示
板
な
ど
は
ま
っ
た
く
機

能
し
な
く
な
って
し
ま
っ
た
。

　

今
回
の
小
特
集
で
は
、そ
ん
な
緊
急
時

で
も
的
確
に
情
報
を
届
け
る
こ
と
の
で
き

る
ツ
ー
ル
と
し
て
、ア
プ
リ
の
可
能
性
を
大

い
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、各
大
学
の
事
例
を
拝
読
す
る
と

在
学
生
だ
け
に
限
ら
ず
、受
験
生
や
卒
業

生
に
対
し
て
も
情
報
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
、か
つ
双
方
向
的
な
や
り
取
り
も
可
能

と
し
て
い
る
。

　
こ
ん
な
状
況
化
だ
か
ら
こ
そ
ア
プ
リ
の

活
用
で
何
が
で
き
る
の
か
を
真
摯
に
考
え

る
契
機
と
し
、よ
り
よ
い
情
報
伝
達
を
行

え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。〈
広
報
・
情
報
委
員
会

大
学
時
報
分
科
会
委
員
・
法
政
大
学
多
摩

事
務
部
学
務
課
主
任 

須
藤
智
徳
〉

◆
記
憶
に
残
る
リ
ニュ
ー
ア
ル
初
号
と
な
っ

た
。年
が
明
け
た
矢
先
、世
界
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
席
巻
し
た
。２
０
２
０
年
４

月
７
日
、７
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
、同
４
月
16
日
に
は
そ
の
対
象
が

全
国
に
拡
大
し
た
。　

　
大
学
は
、卒
業
式・入
学
式
に
代
表
さ
れ

る
各
種
イ
ベ
ン
ト
自
粛
に
は
じ
ま
り
、キ
ャ

ン
パ
ス
入
構
制
限
、春
学
期
の
開
始
時
期

変
更
や
授
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
対
応

に
い
と
ま
が
な
い
。そ
の
調
整
、準
備
、学
生

への
説
明
な
ど
、先
が
見
通
せ
な
い
中
で
緊

急
対
応
を
担
う
大
学
教
職
員
の
皆
様
の
ご

苦
労
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

本
誌
も「
座
談
会
」と「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ・イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」の
掲
載
を
断
念
し
た

が
、こ
の
状
況
下
で
原
稿
を
ご
執
筆
く
だ

さ
っ
た
関
係
各
位
に
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
た
い
。

　
人
生
に
ピ
ン
チ
は
何
度
も
や
っ
て
く
る
。

チ
ャ
ン
ス
も
何
度
も
や
っ
て
く
る
。非
日
常

は
我
慢
も
多
い
け
れ
ど
、で
き
る
こ
と
を
工

夫
し
て
乗
り
越
え
よ
う
。自
分
に
何
が
で

き
る
か
考
え
よ
う
。必
ず
落
ち
着
く
時
は

来
る
。〈
日
本
私
立
大
学
連
盟
事
務
局 

権

藤
和
代
〉

「
座
談
会
」及
び「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ・イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
」は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
で
開
催
を
延
期
し
た
た

め
、本
号
で
の
記
事
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
。

編集後記

※内容は変更になる
　場合があります。次号予告 2020.7-9［合併号］

NO.393 - 394

座 談 会

「大学イメージの定着化によるブランディング」
クローズアップ・インタビュー

「水野正人さん（株式会社ミズノ相談役会長）」

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響により、次号は７・９月合併号として
９月20日発行予定です。お知らせ
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※ 大学名ＡＢＣ順　／　※  ｝は同一学校法人

愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡見学園女子大学
梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
中 央 大 学
大 東 文 化 大 学
獨 協 大 学
獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学
同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学
フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福岡女学院大学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学習院女子大学
白 鷗 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学
広 島 修 道 大 学
法 政 大 学
兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学
実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学
順 天 堂 大 学

⎫
｜
⎬
｜
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

金 沢 星 稜 大 学
関 西 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学
関 東 学 院 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学
敬 和 学 園 大 学
神 戸 女 学 院 大 学
神戸海星女子学院大学
皇 學 館 大 学
國 學 院 大 学
国 際 武 道 大 学
国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学
共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学
京 都 橘 大 学
九 州 産 業 大 学
松 山 大 学
松山東雲女子大学
明 治 大 学
明 治 学 院 大 学
宮城学院女子大学
桃 山 学 院 大 学
桃山学院教育大学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学
武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

⎫
⎬
⎭

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学
ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学
大 阪 医 科 大 学
大 阪 薬 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
大 谷 大 学
追 手 門 学 院 大 学
立 教 大 学
立 正 大 学
立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学
龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学
西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学
聖 路 加 国 際 大 学
清 泉 女 子 大 学
聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白百合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学
昭 和 女 子 大 学
創 価 大 学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭

園田学園女子大学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学
東北公益文科大学
東 海 大 学
常 磐 大 学
東京医療保健大学
東 京 女 子 大 学
東京女子医科大学
東 京 経 済 大 学
東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学
東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学
東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学
山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学

⎫
⎬
⎭

⎫
⎬
⎭
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